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赤穂観光マスコットキャラクター「陣たくん」

02 新年のごあいさつ
03 赤穂市空き家情報バンクへ登録を
04 二十歳の抱負
06 2014 ぼくの夢・私のゆめ
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12 情報コーナー
15 社協だより
19  くらしのカレンダー　　

■今月の内容
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け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
平
素
よ
り
市
政
に
お

寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
ご

支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、
心
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
国
・
地
方
を
あ
げ
て

景
気
対
策
に
取
り
組
み
、
各
種

政
策
の
効
果
に
よ
り
、
わ
が
国

の
経
済
は
緩
や
か
に
回
復
し
つ

つ
あ
り
、
先
行
き
に
つ
い
て
景

気
回
復
の
動
き
が
確
か
な
も
の

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
一

方
、
本
年
４
月
か
ら
の
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
が
景
気
の
下
振

れ
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
市
税

収
入
の
大
き
な
伸
び
が
見
込
め

な
い
ほ
か
、
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
の
影
響
に
つ
い
て
も
不
確

定
要
素
が
多
く
、
先
行
き
が
見

通
し
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
の
市
政
運

営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
簡
素
で

よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

明明

平成25年（2013）赤穂市の主な出来事
▪１月　
・成人祝賀式
・消防出初式
▪２月
・赤穂かきまつり
▪３月
・3.11絆ラーメンを味わう集い
・第６回近畿高等学校剣道選抜大会
・赤穂市議会議員選挙
・第７次行政改革大綱策定
・赤穂市健康増進計画（第２次）策定
・ロッキングハム市姉妹都市提携15周年記念市民訪問団を派遣
▪４月
・新婚世帯家賃助成を開始
・水道料金・下水道使用料コンビニ収納開始
・赤穂市民病院プチ健診開始
・赤穂市民病院クレジットカード利用開始
・赤穂元禄スポーツセンター供用開始
▪５月
・天和駅開業50周年記念セレモニー
・軽自動車税コンビニ収納開始
・市職員接遇アンケート
・第62回市民総合体育祭
▪６月
・出生届出記念陣たくん人形プレゼント開始
・加里屋川護岸改修工事完成（赤穂小学校前工区）
・赤穂市土地開発公社解散決定
▪７月
・資源ごみの持ち去り行為を禁止
・風しん予防接種費用を助成

▪８月
・第43回市民の夕べ
・第１回赤穂市「いじめ・暴力追放」市民大会
・第７回赤穂義士杯青少年柔道大会
・ヴィッセル神戸赤穂市民応援デー
・赤穂市子ども・子育て会議条例制定
・「赤穂の水」ペットボトルの作成
▪９月
・有年考古館リニューアル後入館者が１万人に
・ナイトラン＆ランニングクリニック
・本会議映像のインターネット配信開始
▪10月
・ル・ポン2013赤穂国際音楽祭
・坂越のとうろん台完成
・いじめ問題等再発防止に係る第三者委員会からの最終提言
▪11月
・第10回赤穂でえしょん祭り
・第25回忠臣蔵旗少年剣道大会
・�東備西播定住自立圏圏域バスの愛称「ていじゅうろう」・�
ロゴマーク決定
・第３回赤穂シティマラソン大会
・赤穂市津波避難・情報伝達訓練
・兵庫県南部ドクターヘリ運航開始
▪12月
・忠臣蔵ウイーク
・赤穂忠臣蔵郵便局オープニングセレモニー
・第110回赤穂義士祭

　赤穂市では市内に移住するための住宅をお探しの方へ、空き家の情報を提供する「空き家情報バンク」を開
設しています。これは、売買または賃貸を希望する所有者が、宅地建物取引業者への物件情報の登録を行い、
市がその情報をホームページ等でお知らせする制度です。
　お問い合わせが増えている中、現在登録中の物件は４件と少なく、さらに充実させていくために、登録を
お待ちしています。特に、賃貸物件を希望するケースが多いため、眠っている住宅をいかして、地域の活性
化につなげていただきますよう、ご協力をお願いします。
　空き家情報バンクの仕組みは次のとおりです。

空
き
家
の
所
有
者

空
き
家
の
売
買
及
び
賃
貸
を
希
望
す
る

「
宅
地
建
物
取
引
業
者
」

市
内
に
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
探
し
て
い
る

「
空
き
家
の
利
用
希
望
者
」

赤
穂
市

「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」

仲　介
契　約

②空き家の登録申込（随時）

④空き家に関する詳細情報の問い合わせ

⑤売買・賃貸の交渉・契約

③ホームページ等により
　空き家情報の発信（紹介）

①空き家情報の募集（随時）

※ 赤穂市が仲介を行うわけではなく、市のホームページ、出張相談会等で登録いただ
いた情報を提供するという形式ですので、あらかじめご了承ください。

問企画広報課　☎４３・６８６７　FAX ４３・６８２２
　　　　　　　E-mail：kikaku@city.ako.lg.jp

赤穂市　空き家

赤穂市空き家情報バンクへ登録しませんか？

民生委員児童委員、主任児童委員の一斉改選
任期：平成25年12月１日～平成28年11月30日

　平成25年12月１日付けで、民生委員児童委員及び主任児童委員の一斉改選が行われました。担当地区
で援助を必要とする方の相談に応じ、必要な助言や支援を行います。　 問社会福祉課　☎４３・６８０９

赤穂地区� （17名）
久須　律子
中村　孝司
虎津　禎一
真殿　澄江
髙力　久枝
向濱　洋子
米野　征也
魚本美智子
涌元　雅代
山﨑　悦男
大西　則子
西﨑　　要
柳内　和代
三木　保子
鵜﨑タヱ子
守部　悦子
千年屋正子

城西地区� （14名）
山野　敏則
鳴神　義量

池田　正男
服部　洋子
橋本　清美
柏　日出男
水守　正己
森田みよ子
佐藤　雅雄
中元　龍己
溝口　　將
丑田　洋二
米原　佳代
高見　幸恵

塩屋地区� （17名）
山本すみ子
山家　光代
小島　愛子
西濱　　守
松本　賢仁
大田　　登
千﨑紀美子
浅野　宣江

伊東　康子
濱本　昌宣
船曳眞紀子
井上　郁子
木村　繁滿
有田　勝美
冨永萬代子
西角　正志
田端　昭男

西部地区� （７名）
中道　昭之
清水　輝代
宮崎　早苗
中川　明己
稲田　啓子
山﨑　賢一
河上　俊之

尾崎地区� （16名）
山野　直正
團　　増治

山下真理子
名田美佐枝
森岡　啓二
網本　　茂
亀井紀代子
濱田　雅司
辻本大二郎
中森　逸彌
久野　朝代
髙木　啓子
馬場　三郎
三宅　伸治
和田　秀基
川西　絹子

御崎地区� （９名）
米田　絹子
米谷　勝利
藤田　佳子
水野　　亮
宮本　章子
山口みな子

野山貴久子
戸田　一子
久野　俊章

坂越地区� （11名）
佐方　武彦
有田　祥子
蒐場　洋子
穐本千津子
後藤　利樹
三村　精治
中川　　博
中田　宣子
青木　洲平
出口　　卓
大黒　稔幸

高雄地区� （６名）
前田　　護
安井　絹代
古森　雄三
浦池　伸朔

松本　　茂
山崎　道夫

有年地区� （８名）
高本より子
原田　敏昭
前本美奈子
桐谷　宙佳
深澤すみ子
松田　利一
柏木　多聞
小林　幸子

主任児童委員�（５名）
磯本　歌見
松本十代子
睦谷美恵子
山根寿美子
沼田　貴代

� （敬称略）

「元気で魅力あふれる 将来にわたって輝き続けるまち」赤穂を目指して

赤穂市長 豆 田 正 明

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

2014年

行
う
た
め
、
更
な
る
行
財
政
改

革
を
推
進
し
つ
つ
、
将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の

構
築
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
の
変
化
が
め
ま
ぐ
る
し

い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
総
合

計
画
に
掲
げ
る
「
人
が
輝
き　

自
然
と
歴
史
・
文
化
が
薫
る　

や
さ
し
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
市
民
の
皆
様
と
手
を
携
え
、

「
元
気
で
魅
力
あ
ふ
れ
る　

将

来
に
わ
た
っ
て
輝
き
続
け
る
ま

ち
」
赤
穂
を
目
指
し
、
一
歩
一

歩
着
実
に
進
ん
で
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
、
本
年
は
市
長
と
し
て
３

期
目
の
仕
上
げ
の
年
に
な
り
ま

す
。
職
員
と
と
も
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
本
年
が
明

る
く
希
望
の
持
て
る
年
と
な
り

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
に
と

り
ま
し
て
幸
せ
に
満
ち
た
年
と

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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月日が流れるのは早
いもので、私も

二十歳となり成人を迎
えることとなりました。
二十歳を迎えた今は、成
人になったという実感は
ほとんどなく、幼い頃に
思い描いていた二十歳の
自分とのギャップに驚き
ました。大人になること
の大変さ、責任を持つこ
との難しさを思い知らさ
れたと同時に、これらを
果たさなければならない
という義務感も感じま�
した。
　二十歳を迎えられたの
は、これまで支えてくれ
た人たちのおかげです。
私に関わってくれた先生
方、友人、家族、そして
両親には何よりも感謝し
ています。二十歳を迎え
てもまだまだ子どもな
私。これからも迷惑をか
けると思いますが、少し
ずつでも恩返しをしてい
きたいと思います。

私たちは二十歳を迎
え、すでに職業に

従事している人や、学業
に励んでいる人など立場
は様々ですが、一人ひと
りが自分の行動に責任を
持ち、社会の一員として
常に向上心を持って前進
する覚悟でおります。
　この自然豊かな赤穂市
に生まれ、小・中・高と
共に競い合った仲間と、
今日こうして新成人とし
て誓いを共にし、このふ
るさとを自分たちの誇り
として心に刻んでいきた
いと思います。
　私たちがこうして集
い、成人式を迎えられる
のは、私たちを支えてく
ださった両親や家族、導
いてくださった先生方、
そして地域の方々、共に
歩んだ仲間たちのおかげ
です。この感謝の気持ち
を忘れず、成人として
の決意を忘れず、つよ
く、やさしく、たくまし
く生きていくことを誓い�
ます。

二十歳になり成人式
を迎え、私たちは

いよいよ大人の仲間入り
をしました。二十歳とは
世間的に大人と認めら
れ、飲酒や喫煙などが解
禁され選挙権などの権利
を与えられると同時に、
自己の責任が今以上に必
要となったり、また、国
民年金などの義務も与え
られます。ですから、私
たちは権利を主張する前
にきちんと義務の果たせ
る人であらねばならない
と考えます。
　最後に、私は将来、教
員になるために日々勉強
しています。これは二十
歳となった今でも、家族
や友人、周りの人の支え
があってこそこうして勉
強出来るのだと思い感謝
しています。この感謝の
気持ちを忘れずにこれか
らも目標に向かって努力
したいと思います。

僕は新成人になりま
した。

　現在大学に通ってい
て、将来やりたいことは
まだ決まっていません。
ですが、『理想の大人』の
３つの目標は決まってい
ます。１つ目は、“冷静で
視野が広い”こと。２つ
目は、“おおらかである”
こと。３つ目は、“不言実
行”です。特に３つ目の
理想は、僕の中で最も重
要です。
　現在僕は、言うだけで
実行できないことがあ
ります。これは、二十歳
を迎えていますが、“自分
は学生“という甘えから、
成人しているという自覚
がないからです。
　平成26年１月12日、
成人式を迎え、私は甘え
た自分から脱皮し、成人
であるということに責任
感を持ち、“有言実行”は
もちろん、“不言実行”を
できるような大人になり
ます。

家族、友人、たくさ
んの人に支えら

れ、こうして成人を迎え
ることができました。感
謝してもしきれません。
とはいっても、まだ実感
がわきません。幼少期は
大人だなあと思っていた
二十歳ですが、実際は全
くそのようなことはな
く、特に何も変わったこ
とはありません。実家暮
らしなので、いつも祖母
や両親に甘えてばかり
で、自分は“大人”という
よりはまだまだ“子ども”
なんだと思いました。な
ので新成人として、責任
感を持ち、社会に貢献し
ていける人間になりたい
です。そして何より、私
を育ててくれた両親にた
くさんの恩返しをしてい
きたいです。生まれ育っ
た赤穂で、たくさんの仲
間と成人式を共に迎えら
れることができてとても
幸せです。

早いもので中学校を
卒業してからもう

５年がたってしまい、自
分が20歳という社会的
に大人として扱われる年
齢になったことが信じら
れません。中学、高校と
違って選挙権をもち、社
会に対して責任を持つ年
齢になったということ
に、責任感を感じるとと
もに将来への希望も感じ
ています。これから大学
を卒業し、就職し、自分
の家庭をもつことになる
と思うと、自分が中学生
だった時に将来のことを
考えたときのような、期
待と不安の入り混じった
気持ちになります。決し
て平らな道のりではな
いでしょうが、10年後、
20年後に自身を振り返
った時に、あの時は楽し
かったなと思えるような
充実した人生を送れるよ
うになりたいです。

学生の時は二十歳に
なったら“大人”と

私は思っていました。
　でも実際二十歳になっ
たからといって“大人”と
しての実感も湧かず、特
に何かが変わった訳では
ありません。
　しかし、それでは今ま
でと同じになってしまう
ので“成人”という大きな
節目を迎えた今、これか
らの人生をどうやって過
ごすか考えていこうと思
います。
　人生のたった４分の１
を終え、これからは“成
人”という自覚をもち尊
敬する両親のような人に
なりたいです。また、社
会に出ても恥じない行動
をとり周りから信頼され
るような人になりたい�
です。
　成人という大きな節目
を無事迎えることができ
たのは特に両親、周りの
友達のおかげだと思いま
す。この場を借りて感謝
を伝えたいと思います。
ありがとうございます。

川か
わ
し
ま島　

大だ
い

季き

�

▪
赤
穂
中
学
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出
身
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薮や
ぶ
も
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と仁
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�

▪
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▪
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か
ち
ょ
う
丁　
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ほ穂

�

▪
坂
越
中
学
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出
身
▪

三み

わ輪　

貢た
か

士し

�

▪
有
年
中
学
校
出
身
▪ 二

十
歳
の

抱
負

成
人
式
実
行
委
員
会
の
み
な
さ
ん
に

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

周
り
か
ら
信
頼
さ
れ
る
大
人
に

充
実
し
た
人
生
を
送
れ
る
よ
う
に

責
任
感
を
持
ち
、社
会
貢
献
で
き
る
人
間
に

〝
不
言
実
行
〟を
で
き
る
よ
う
な
大
人
に

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
目
標
に
向
か
っ
て

つ
よ
く
、や
さ
し
く
、た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く

少
し
ず
つ
で
も
恩
返
し
が
し
た
い

石い
し
は
ら原　

由ゆ

き

え
希
恵

�

▪
有
年
中
学
校
出
身
▪

平成26年成人祝賀式
●１月12日（日）� 午前11時～
　（受付午前10時30分）
　文化会館 大ホール
問教育委員会 生涯学習課
　☎４３・６８５８

祝
成　人
おめでとう
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　ぼくの夢は、料理人になることです。なぜなら、料理を作るということが、と
ても好きだからです。
　学校でも、家庭科の調理実習の時間は、とても楽しいです。やけどをしたり、
包丁で手を切ったりするのが、こわいけど、いろいろな人に喜んでもらえるし、
人においしいと言ってもらえます。
　ぼくは、人が喜ぶ顔を見ることが好きです。今はお母さん、お父さんが帰っ
てくるのがおそいので、自分で料理を作れるようになりたいと思いました。い
ろいろな料理を作り、人々を喜ばせたいと思います。

赤穂小学校　瀬
せ の

野　光
こう

喜
き

　ぼくの将来の夢は、世界に飛び立つパイロットです。みんなの命を預かっ
て、安全に、そして、楽しく笑顔で行ける旅ができるようにがんばりたいです。
　また、お父さん、お母さん、お姉ちゃん達を一番初めに乗せたいと思いま�
した。
　ぼくが、パイロットになりたいと思ったのは、二つの理由があります。
　一つ目は、お父さんからパイロットの仕事のことを聞いてすごいと思ったか
らです。
　二つ目は、一回だけ飛行機に乗ったことがあり、そのパイロットの人を見た
らすごくかっこよかったので、ぜったいになろうと思いました。

城西小学校　木
き

村
むら

　武
た け る

尊

　ぼくの夢は消防士です。
　理由は、東日本大震災での消防士の姿にあこがれたからです。
　家の上でとり残された人達を、一生けん命に救助する姿に感動しました。理
由はもう一つあります。何かいいことをすると「ありがとう」という言葉が聞け
ます。だから、ぼくは人の役に立ちたいと思っています。それに、相手の喜ぶ顔
を、ぼくはたくさん見ていきたいです。だからこそ、消防士になるために、いい
ことをいっぱいして、少しずつ夢に近づいていきます。そして、いつか消防士に
なってみんなの役に立ちたいです。

塩屋小学校　井
いのうえ

上　伊
い

織
おり

　ぼくには夢があります。それは農業をすることです。
　今、ぼくは家の裏の山で農業をしています。ジャガイモやピーマン等のさい
ばいです。種から植えてまびいたり、水や肥料をやったりと、世話をしていま
す。とれた時の喜びが、ぼくを農業のとりこにしています。
　しかし、今は農業をする人が減ってきています。ぼくは農業の楽しさを多く
の人に分かってもらいたいです。農業は、やりがいがあります。だから将来も
ずっと続け、もっと多くの人に広げていこうという夢があるのです。ぼくの土
地と農業の技術を、子孫にも受け継いでいくぞ！

赤穂西小学校　有
ありよし

吉　晴
はるのぶ

信

　私の夢は漁師になることです。漁師は海の生き物をとる人です。
　漁師は私のお父さん、私のおじいちゃん、私のひいおじいちゃんと続いてい
っています。それをうけつぎたいと、私は思ったからです。それに、私は魚を
食べる時、かわいそうだと思ったことがありました。でも、お父さんに、「命の
一部として、おいしく食べ。」と言われて、魚の命を預かっているんだから大切
に食べようと思いました。牛肉なども同じです。だから私は好ききらいをな
くして、りっぱな漁師になりたいです。

尾崎小学校　水
みずもり

漏　美
み う

海

　ぼくの夢は料理人になることです。理由は、自分で作った料理をみんなに食
べてもらうことや自分で食べることが好きだからです。
　将来は、自分で料理の店を出したいです。店を出したら一番最初に食べても
らいたいのがお母さんです。お母さんは、ぼくに料理を教えてくれたり手伝い
をさせてくれたりするからです。
　ぼくは、自分の作った料理を世界中の人に食べてもらって、感動するくらい
おいしい料理を作りたいと思います。外国の困っている国にぼくの作った料
理を配って人助けをする料理人としても名前を知られたいです。

御崎小学校　弓
ゆみはり

張　夏
なつ

輝
き

　わたしの夢は、大工さんになることです。
　小さいころからずっとあこがれていて、大人になったらぜったい大工さんに
なって働くぞ！！と思っています。
　なぜかというと、大工さんというのは、みんなの家を作ったり、いろいろな物
を作ったりします。
　みんなの家を作って、「きれい。」「すごい。」と言ってもらうとうれしいし、み
んなにも笑顔があふれるからです。
　大工さんになるのは、むずかしいかもしれないけど、それでも、夢にむかって
全力でがんばっていきたいと思います。

坂越小学校　野
の

中
なか

　海
うみ

　ぼくのしょう来の夢は、ピアニストになることです。ようち園の年長から習
い始めて、毎日練習しています。
　年一回の発表会や二年に一回のハーモニーホールのフリーステージに参加
したり、コンクールに挑戦したりしています。コンクールの課題曲は難しいで
す。特に、曲のふん囲気を自分なりに表現するのが難しいです。でも、先生が
「あきらめない、限界を作らない。」と言っていたので、その言葉を胸に努力して
います。
　ピアニストになって、一人でも多くの人にぼくのえんそうをきいてもらいた
いです。

高雄小学校　松
まつばら

原　聖
しょう

　ぼくは、絶対、けいさつ官になりたい。
　ぼくが、けいさつ官になりたいと思った理由は、二つある。一つ目は、東日本
大震災の時だ。けいさつ官の人ががれきの下にうもれた人を必死で助けてい
るすがたに感動した。自分も震災のひ害にあったのに多くの人を救っていた
のがすてきだった。二つ目は、登校中にぼくたちの安全を守ってくれているけ
いさつ官に感謝しているからだ。暑い日も寒い日も事故がおこらないように
交通整理をしてくれている。ぼくは、このように人のために努力できるけいさ
つ官になりたい。

有年小学校　池
いけ

尾
お

　駿
しゅん

希
き

　ぼくの将来の夢は、プロ野球選手です。なぜプロ野球選手になろうと思った
かというと、三年生から少年野球を始めたのですが、「こんなに楽しいスポーツ
はない。」と思ったからです。
　野球を始めてから、よくプロ野球を見るようになりました。ぼくは、巨人の
坂本選手が大好きなのですが、坂本選手の流れるようなバッティングを見るた
びに、「かっこいいな。ぼくも、あんなふうにバットを振ることができるように
なりたいな。」と、思います。
　これから、たくさんたくさん練習して、絶対、プロ野球選手になりたいと思い
ます。

原小学校　大
おおしゅう

洲　春
はる

樹
き

午年生まれの子どもたちはこんな夢を描いています 2014 ぼくの夢 私のゆめ
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　災害や失業などの特別な理由により生活が一時的に困窮
し、医療費の支払いが困難となった場合には、申請により
最長６か月間、医療機関等の窓口で支払う医療費の一部負
担金（自己負担額）を減額、免除または徴収猶予する制度が
あります。

●対象となる人
　一部負担金の支払義務を負う世帯主または主として世帯
の生計を維持する者が次のいずれかに該当し、その生活が
著しく困難であるとき。
① 震災、風水害、火災その他これらに類する災害（以下「災

害等」という。）により、住宅及び家財に重大な損害を受
けたとき。

② 災害等により死亡し、障がい者となり、または資産に重
大な損害を受けたことにより収入が減少したとき。

③ 干ばつ、冷害、凍霜害等による農作物の不作、不漁その
他これらに類する理由により収入が減少したとき。

④ 事業または業務の休廃止、失業等により収入が著しく減
少したとき。

⑤ 前記②～④に掲げる事由に類する事由があったとき。
　申請に必要な書類は、医療介護課国保医療係の窓口でお
渡ししますので被保険者証、印鑑をご持参のうえご相談く
ださい。
　また、市民税非課税世帯の世帯主に対しては一部負担金
の一部の助成を受けられる場合もありますので、詳しくは
医療介護課国保医療係までお問い合わせください。  

国民年金
平成26年４月から「国民年金保険料の２年前納（口座振替）」が始まります

 市民課 年金担当　☎ 43・6820

　平成26年４月末の口座振替分より、割引額のより大きな
「２年前納」が始まります。
　「２年前納」をご利用いただくと、毎月納付する場合に比
べ、２年間で約14,000円程度の割引になります。（割引額
は平成25年度の保険料額を元にした目安額です。）
　２年前納は口座振替のみで、申込み期限は毎年２月末で
す。詳しくは年金事務所へお問い合わせください。

年金受給者の皆様へ
確定申告等に必要な「公的年金等の源泉徴収票」が交付され
ます。
　国民年金、厚生年金等の老齢（退職）年金は、所得税法上

「雑所得」として所得税の課税対象になります。
　源泉徴収票は、老齢（退職）の年金を受けている方に、昨
年中に支払った年金の総額や、年金から差し引いた所得税
額などをお知らせするためのものです。
　公的年金等の支払者（厚生労働省・各共済組合）は、所得
税が源泉徴収されたかどうかにかかわらず、老齢（退職）年
金を受けている人全員に「公的年金等の源泉徴収票」を送付
します。

　税金の確定申告や還付請求をするときにはこの源泉徴収
票を提出してください。
※ 障害年金や遺族年金は所得税の課税対象ではないため、

源泉徴収票は送付されません。
●送付時期　１月中
●問い合わせ先
　《国民年金 ･厚生年金》
　　・姫路年金事務所　☎０７９・２２４・６３８５
　　・年金ダイヤル　　☎０５７０・０５・１１６５
　《共済年金》
　　・各共済組合

国
民
年
金
相
談
及
び
姫
路

年
金
事
務
所
の
年
金
出
張

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《国民年金相談（社会保険労務士）》
　◆相談日　１月16日（木）
　◆場　所　市役所２階 201会議室
　◆受付時間　午後１時30分～４時
《年金出張相談（姫路年金事務所）》
　◆相談日　２月６日（木）
　◆場　所　市役所２階　204会議室
　◆受付時間　午前10時～午後３時

国保医療だより
窓口で支払う医療費の一部負担金の減免等について

 医療介護課 国保医療係　☎ 43・6813

図書館だより
“ ブック宅配サービス ”が利用できます
　有年・高雄・西部地区にお住まいの方を対象に、今
月より「図書館利用カード」の登録のみで、貸出図書を
宅配便にてご自宅までお届けする「ブック宅配サービ
ス」が利用できるようになりました。お気軽にお申し
出ください。
◦貸出期間　15日間（配達期間を除きます）
◦�貸出冊数　１梱包／ 10冊まで（図書館で貸出できる本）
◦�申込方法　電話・FAX・インターネット・地区公民

館でできます。
※ 本の用意ができましたら、電話で配達の日時などを

連絡します。
蔵書点検のため休館します
◦期間　２月18日（火）～ 27日（木）
　 　休館に伴い下記の間、貸出期間を４週間、貸出冊

数を20冊（うちＣＤ・ビデオ・ＤＶＤは４点）まで
とします。

　　２月４日（火）～２月16日（日）
　 　休館中は貸出・閲覧・利用者登録などができませ

んのでご了承ください。休館中の図書の返却（ＣＤ・
ビデオ・ＤＶＤを除く）は玄関横の返却ポストをご
利用ください。
２月の祝日開館　２月11日（火・建国記念の日）です。
問�図書館　☎４３・０２７５ 

看護技術演習室『寺子屋』
　もう一度、看護師・助産師として働いてみません
か？いつかは…と考えている皆さんや、再就職に不
安をお持ちの方に看護技術演習室 “ 寺子屋 ” を開放し
ます。
●日時　毎週水曜日　午後２時～５時
●場所　赤穂市民病院 ４階寺子屋 デイルーム
●内容
　�　“ 寺子屋 ” には、採血・注射モデル、導尿モデル、

浣腸・摘便モデル、口腔ケア・経管栄養モデルが
あり、基礎看護技術の演習をすることが出来ます。
また輸液ポンプ・シリンジポンプ、電子カルテ、
基礎看護技術 DVD も設置し、使用することができ
ます。

※ 看護技術演習室 “ 寺子屋 ” では、新人教育担当看護
師が指導させていただきます。
●利用条件
　�　看護師・助産師免許を有し、将来的に臨床現場

への復帰を希望される潜在看護師・助産師の方
●募集人員　５名程度
●申込方法　電話でお申し込みください。　
●申込締切
　�　看護技術演習室 “ 寺子屋 ” の利用希望日の１週間

前までとします。
●申込・問い合わせ先
　赤穂市民病院 看護部 教育担当　橋口
　　☎４３・３２２２㈹　FAX ４３・０３５１
　　e-mail：kango1090@amh.ako.hyogo.jp

高齢者権利擁護講座
　高齢者が住み慣れた地域で、いつまでもいきいき
と安心して生活できるよう、認知症や権利擁護等高
齢者を取り巻く問題を一緒に考えてみませんか。
●場所　総合福祉会館３階　集会室
●定員　100名
●参加費　無料
※ 申し込みは不要ですので、開始時間までに直接会

場へお越しください。
問赤穂市地域包括支援センター ☎４２・１２０１

日　　程 内　　容 講　　師

１月22日㈬
午後１時30分
～３時

「知っておきたい認知
症について」
１）認知症とは
２）�認知症を予防するには

赤穂仁泉病院
院長
　深井�光浩� 氏

２月25日㈫
午後１時30分
～３時

「守りたい高齢者の権
利について」
１）�消費者被害について
２）�成年後見制度について

はりま法律事務所
弁護士
　安田�孝弘� 氏

保健センター　☎４３・９８５５ 健康ページ
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１月10日は｢110番の日｣
　警察では、毎年１月10日を｢110番の日｣と定め、
県内の皆さんに110番通報を早く、正しく利用して
いただくようご理解とご協力をお願いしております。
☆｢緊急時　正しく使おう　110番｣
　 　110番は、事件事故に遭われた方、見られた方か

ら、いち早く警察に通報していただく緊急電話です。
☆「警察の　相談ダイヤル　♯9110」
　 　緊急の対応を必要としない問い合わせ、相談など

は『警察なんでも相談電話｢♯9110｣のご利用をお願
いします。
～その他の警察相談電話～
①被害者こころの電話 ☎0120・338・274
②性犯罪被害110番（レディースサポートライン） ☎078・351・0110
③暴力110番ヤクザゼロ ☎0120・20・8930
④覚せい剤相談電話（覚せい剤110番）☎078・361・0110
⑤拳銃についての情報（拳銃110番）� ☎0120・10・3774
⑥ヤミ金融・悪質商法110番 ☎078・371・9110
⑦少年相談電話（ヤングトーク） ☎0120・786・109
⑧電車内の痴漢等被害相談電話（姫路） ☎079・224・0110
⑨ストーカー・ＤＶ相談電話 ☎078・371・7830
⑩運転免許に関する問い合わせ（明石） ☎078・914・4420
⑪赤穂警察署 ☎43・0110
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1

2

3

4

5
8

910
67

15

14

13

12

11

甘くて美味しいスイカ大集合！甘くて美味しいスイカ大集合！大津のスイカまつり

開局から53年間、地域の皆さん
に親しまれてきた赤穂加里屋郵
便局が、12月９日から赤穂忠臣
蔵郵便局に改称され、そのオー
プニングセレモニーが行われま
した。(12/９ 赤穂忠臣蔵郵便局)

赤穂加里屋郵便局から赤穂加里屋郵便局から赤穂忠臣蔵郵便局に改称

（
8
／
4 

赤
穂
精
華
園
）

赤穂森の倶楽部事務局長の矢野圭吾さん
（中浜町）が森林林業功労者表彰「兵庫県光
都農林水産振興事務所長賞」を受賞しまし
た。表彰等の後、京都大学の田中名誉教授
が「海から見る森と里と海のつながり」を
テーマに講演されました。
（12/７ 文化会館）

西播磨の森林・林業の再生を目指して西播磨の森林・林業の再生を目指してふるさとの森講演会

坂
越
小
学
校
で
は
、
神
戸
大
学
の
保
田

名
誉
教
授
を
招
い
て
「
ご
飯
塾
」を
開
催

し
ま
し
た
。参
加
し
た
１
・
２
年
生
は
、

自
ら
薪
を
割
り
、
米
を
研
ぎ
、
羽
釜
で

炊
い
た
ご
飯
を
堪
能
し
ま
し
た
。

（
12
／
６ 

坂
越
小
学
校
）

羽
釜
で
炊
い
た
ご
飯
を
堪
能

羽
釜
で
炊
い
た
ご
飯
を
堪
能

保
田
先
生
の
ご
飯
塾

西播磨地域の加工食品コンテスト「西播磨フードセレクション
2013」において、104点の応募の中から工房あか穂の実り「もち
もち玄米シート」がグランプリ、あこうぱん「あこうプリン」と
浮田みかん園「忠臣蔵はっさくマーマレード」が金賞に輝きま
した。（12/10 西播磨総合庁舎）

「あか穂の実りもちもち玄米シート」グランプリ「あか穂の実りもちもち玄米シート」グランプリ西播磨フードセレクション2013

赤穂の師走の風物詩、第110回赤穂義士祭が12月14日に開催され、約８万人の
観衆で賑わいました。今年の義士祭は110回を記念し、祭りのメインである義士
行列に、俳優の松平健さんが大石内蔵助役に扮し注目を集めたほか、いきつぎ
広場に観覧席の設置や復活の早かごレースなどで盛り上がりました。　1 松平
健さんが特別出演した「義士行列」　2 伝統の技芸を披露した「大名行列」　3 
御崎婦人会と赤穂高校生徒が参加した「赤穂おどり」　4 華麗な時代絵巻の「こ
ども大名行列」　5 花岳寺の義士追慕法要　6 ごども義士行列の威勢のよい勝
どき　7 忠臣蔵名場面を車上で再現した「山車」　8 恒例の赤穂高校生徒会長
による大石主税　9 復活の早かごレース　10 松平さんの迫力ある掛け声で四
十七士による勝どき　11 司会の浜村淳さんから豆田市長と松平さんにインタビ
ュー　12 色艶やかな衣装を身にまとった第29代義士娘　 13 今年も義士祭前日
に赤穂観光大使の三遊亭楽松師匠が東京ー赤穂間を完走　14 忠臣蔵ウイーク期
間中毎日点灯した「幻の天守閣」　15 12月７日に新郎本田充さんと新婦美樹さ
んが大石神社で結婚式を挙げた「忠臣蔵ウエディング」

全国に初挑戦

フォトニュース

フォトニュース
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◦�

日
時　

２
月
１
日（
土
） 

　

午
前
10
時
～

◦�

会
場　

市
民
会
館 

２
階
中
会

議
室

問�

中
央
公
民
館 

☎
43
・
７
４
５
０

◦�

お
仕
事
承
り
ま
す

・
不
用
品
の
処
分
・
清
掃
作
業

・
大
工
・
左
官
仕
事
等

臨
時
で
短
期
的
な
仕
事
請
負
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

会
員
募
集

　

業
務
多
忙
の
た
め
、
特
に
女
性

の
方
、
植
木
剪
定
業
務
の
で
き
る

方
歓
迎
。市
内
在
住
の
男
性
60
歳
、

女
性
58
歳
以
上
で
会
員
に
な
り
た

い
方
は
、
入
会
説
明
会
に
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

◦�

２
月
の
入
会
説
明
会

・ 

日
時　

２
月
10
日（
月
） 

　

午
後
１
時
30
分
～

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

問�（
公
社
）赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー�

☎
43
・
７
２
０
０

�
http://w

w
w
.ako-sjc.jp/

　

中
途
失
聴
・
難
聴
者
等
が
補
聴

器
や
福
祉
制
度
に
つ
い
て
学
び
、

耳
マ
ー
ク
・
要
約
筆
記
等
の
普
及

啓
発
と
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時　

３
月
２
日（
日
） 

　

午
後
１
時
～
４
時

◦�

会
場　

市
民
会
館
第
４
会
議
室

◦�

内
容　
「
聞
こ
え
な
い
っ
て
な

に
？
聞
こ
え
に
つ
い
て
学
ぼ

う
！
」

　
　

補
聴
支
援
機
器
に
つ
い
て

　
　

難
聴
者
の
体
験
談 

ほ
か

◦�

対
象
者　

中
途
失
聴
・
難
聴
者
、

家
族
、
介
護
関
係
者
、
友
人
等

◦�

参
加
費　

無
料

◦�

申
込
先　

社
会
福
祉
課

※
要
事
前
申
込

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
45
・
３
３
９
６

�

☎
43
・
６
８
３
３

◦�

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

兵
庫
県
難
聴
者
福
祉
協
会

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
８
０
５
・
４
１
９
２

�

☎
０
７
８
・
８
０
５
・
４
１
７
５

◦
縦
覧
案
件
の
種
類
及
び
名
称
等

　

 

西
播
都
市
計
画
地
区
計
画
の
決

定（
赤
穂
市
決
定
） 　

名
称
＝

尾
崎
地
区
地
区
計
画（
案
） 　

位
置
＝
赤
穂
市
尾
崎
の
一
部 

　

面
積
＝
約
26
・
９
ha

◦�

縦
覧
期
間　

１
月
15
日（
水
）～

1
月
28
日（
火
）ま
で

◦�

縦
覧
場
所

　

建
設
経
済
部 

都
市
整
備
課

問�

都
市
整
備
課
☎
43
・
６
８
２
８

第
77
回
糖
尿
病
教
室

◦�

日
時　

１
月
25
日（
土
）

　

 

午
前
11
時
15
分
～
午
後
１
時

（
受
付
開
始
午
前
10
時
45
分
）

◦�

場
所　

赤
穂
市
民
病
院 

３
階

講
義
室

◦�

テ
ー
マ　
「
ヘ
ル
シ
ー
バ
イ
キ

ン
グ
へ
よ
う
こ
そ　

～
カ
ロ
リ

ー
・
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
べ

方
の
紹
介
～
」

◦�

参
加
費　

５
０
０
円（
当
日
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

◦�

申
込
期
間　

 

１
月
21
日（
火
）

ま
で

◦�

申
込
先　

市
民
病
院
内
科
外
来

（
☎
43
・
３
２
２
２
）

※ 

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
・
内
服
薬
も
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
先
着
50
名

問�

赤
穂
市
民
病
院 

地
域
医
療
室

 

☎
43
・
８
４
５
８

◦�

日
時　

２
月
２
日（
日
） 

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所　

赤
穂
海
浜
公
園

◦�

内
容　
「
か
き
み
そ
汁
」や「
焼

き
が
き
」な
ど
、
新
鮮
な
か
き

を
そ
の
場
で
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
か
き
即
売
会
」で
は
、

新
鮮
な
か
き
を
安
価
で
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問�

赤
穂
観
光
協
会

�

☎
42
・
２
６
０
２

お知らせ

平
成
26
年
度
中
央
公
民
館

サ
ー
ク
ル
登
録
説
明
会

お知らせ

平
成
26
年
度
中
央
公
民
館

サ
ー
ク
ル
登
録
説
明
会

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

お知らせ
相
生
市
・
赤
穂
市
・
上
郡
町

に
お
け
る
難
聴
者
等
の
集
い

お知らせ
相
生
市
・
赤
穂
市
・
上
郡
町

に
お
け
る
難
聴
者
等
の
集
い

▽▽▽▽お知らせ

尾
崎
地
区
地
区
計
画（
案
）

の
縦
覧

お知らせ

尾
崎
地
区
地
区
計
画（
案
）

の
縦
覧

▽▽

▽▽

▽▽健康

赤
穂
市
民
病
院
患
者
教
室

健康

赤
穂
市
民
病
院
患
者
教
室

催し

赤
穂
か
き
ま
つ
り

催し

赤
穂
か
き
ま
つ
り

広報あこう、赤穂市ホームページへの有料広告募集中　問企画広報課　☎ 43・6873

確
定
申
告
・
決
算
説
明
会

◦�
日
時　

２
月
４
日（
火
）

　

 　

給
与
・
年
金
所
得
等
を
有
す

る
人
＝
午
前
10
時
～
正
午

　

 　

事
業
・
不
動
産
所
得
等
を
有

す
る
人
＝
午
後
１
時
～
３
時

◦�

場
所　

市
民
会
館 
大
会
議
室

所
得
税
の
還
付
申
告
受
付

�

公
的
年
金
等
の
還
付
申
告
受
付

◦�

日
時　

２
月
５
日（
水
）・
６
日

（
木
）・
７
日（
金
） 

午
前
９
時
30

分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

◦�

場
所　

市
民
会
館 

大
会
議
室

◦�

対
象
者　

公
的
年
金
所
得
の
あ

る
人

給
与
所
得
の
還
付
申
告
受
付

◦�

日
時　

２
月
13
日（
木
）・
14
日

（
金
） 

午
前
９
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時

◦�

場
所　

市
民
会
館 

中
会
議
室

◦�

対
象
者　

①
給
与
所
得
の
あ
る

人
で
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ

る
人 

②
年
の
中
途
退
職
の
た

め
に
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な

い
人

還
付
申
告
受
付
時
の
必
要
書
類

�

（
年
金
・
給
与
と
も
同
じ
）

◦�

必
要
書
類

① 

給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票

② 

控
除
の
種
類
に
応
じ
た
領
収
書

や
証
明
書
。（
注
）国
民
年
金
等

の
支
払
を
証
す
る
書
類
が
必
要

で
す
。
医
療
費
の
領
収
書
は
事

前
に
集
計
し
、
保
険
金
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
分
か
る

書
類
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

印
鑑
及
び
還
付
金
の
受
取
口
座

を
確
認
で
き
る
も
の

問�

相
生
税
務
署

 

☎
23
・
０
２
３
１
㈹

　

農
作
業
風
景
な
ど「
農
」が
創
出

す
る
豊
か
な
自
然
、
美
し
い
景
観

が
題
材
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
し
た
小
学
校
３
、４
年
生
の
作

品
３
，９
７
３
点
か
ら
、
赤
穂
市

内
の
児
童
作
品
１
３
５
点
を
展
示

し
ま
す
。

◦�

日
時　

２
月
７
日（
金
）～
13

日（
木
） 

午
前
９
時
～
午
後
９

時 

た
だ
し
、10
日（
月
）は
休
館

◦�

場
所　

市
民
会
館
ロ
ビ
ー

問�

赤
相
農
業
共
済
事
務
組
合

�

☎
45
・
１
１
０
１

　

も
の
を
作
る
喜
び
、
こ
こ
ろ
を

表
現
す
る
喜
び
、
社
会
に
向
け
て

発
信
す
る
喜
び
を
表
現
し
、
地
域

と
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
特

別
支
援
教
育
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し 

ま
す
。

◦�

期
間　

１
月
31
日（
金
）～
２
月

２
日（
日
） 

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
２
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
。

◦�

会
場　

市
民
会
館 

１
階

◦�

展
示
内
容　

①
児
童
・
生
徒
の

作
品 

②
学
校
紹
介（
パ
ネ
ル
展

示
・
Ｖ
Ｔ
Ｒ
放
映
） 

③
作
業
学
習

作
品
販
売（
２
日
は
正
午
ま
で
）

問�

赤
穂
特
別
支
援
学
校

 

☎
43
・
９
２
６
６

　

平
成
26
年
度
の
入
学
志
願
者
を

募
集
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
、 

成
人

を
対
象
と
す
る
成
人
特
例
入
試
は

次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

◦�

募
集
学
科　

普
通
科

◦�

出
願
資
格　

平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
満
20
歳
以
上
の
人

◦�

出
願　
　

２
月
21
日（
金
）～
25

日（
火
） （
土
・
日
曜
日
は
除

く
。） 　

受
付
時
間
は
午
後
２

時
～
７
時 　

赤
穂
高
等
学
校

で
受
付

◦�

選
抜
期
日　

３
月
12
日（
水
）

◦�

選
抜
方
法　

作
文
及
び
面
接

◦�

そ
の
他　

出
願
書
類
な
ど
詳
し

く
は
、
赤
穂
高
等
学
校
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

赤
穂
高
等
学
校 

定
時
制
課
程

 

☎
43
・
２
１
５
１

　

も
の
づ
く
り
現
場
を
支
え
る
住

宅
系
・
金
属
系
・
機
械
系
の
専
科

６
コ
ー
ス
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

対
象
者　
　

高
等
学
校
等
新
規

学
卒
者 　

18
歳
以
上
の
求
職

者
※
た
だ
し
、
機
械
製
図
・
工

作
コ
ー
ス
は
40
歳
未
満
の
求
職

者
◦�

出
願
期
間　

２
月
３
日（
月
）～

２
月
20
日（
木
）

◦�

選
考
日　

２
月
26
日（
水
）

◦�

選
考
内
容　

面
接
、
学
科
60
分

（
数
学
Ⅰ
、
数
学
Ａ
）

問�

兵
庫
県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校

 

☎
０
７
９
・
２
４
０
・
７
０
７
７

�
http://w

w
w
.m
onodai.ac.jp/

◦�

作
品　

川
柳（
五
・
七
・
五
で
季

語
に
は
こ
だ
わ
り
ま
せ
ん
）

◦�

テ
ー
マ　

｢

身
近
な
怒
り｣

◦�

応
募
締
切　

１
月
31
日（
金
）

◦�

投
句
方
法　

実
行
委
員
会
の
指

定
す
る｢

怒
り
の
絵
馬｣

を
購
入

し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
指
定

絵
馬
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

購
入
で
き
ま
す
。

◦�

発
表　

３
月
14
日（
金
）に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
入
賞
者
に
は
直
接
郵
便

で
ご
連
絡
し
ま
す
。

問�

身
近
な｢

怒
り｣

の
川
柳
コ
ン

ク
ー
ル
実
行
委
員
会

�

☎
43
・
２
７
２
７

還付申告等

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

還付申告等

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽▽▽▽

作品展

第
13
回『
農
』絵
画

　

コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

作品展

第
13
回『
農
』絵
画

　

コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

作品展

赤
穂
特
別
支
援
学
校

作
品
展

作品展

赤
穂
特
別
支
援
学
校

作
品
展

募集
赤
穂
高
等
学
校
定
時
制
成
人

特
例
入
学
者
選
抜
志
願
者

募集
赤
穂
高
等
学
校
定
時
制
成
人

特
例
入
学
者
選
抜
志
願
者

▽▽▽▽

▽▽

募集

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校

平
成
26
年
度
第
４
期
生

募集

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校

平
成
26
年
度
第
４
期
生

▽▽▽▽

募集
第
10
回
身
近
な「
怒
り
」の

川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
３

募集
第
10
回
身
近
な「
怒
り
」の

川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
３

消火器の使用期限は
製造年から10年に変更されました

消火器の使用期限は
製造年から10年に変更されました
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～
㈱ 播 州 商 会

赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000

●民事全般・交通事故・家事(離婚・男女間トラブル）　●相続
（遺言･遺産分割）・不動産（借地借家・境界）　●債務整理（破
産･任意整理）・労働問題　●刑事全般（弁護・告訴･告発）・消
費者問題　●その他・人生相談

法を味方にするために、お手伝いします。
姫路市北条宮の町287-6
島根ビル5階

TEL.079-223-1772

土日祝日、早朝及び赤穂市内での
相談も可能です。（要予約）
http://www.yamasaki-lawoffice.jp/

〒678-0202 
赤穂市山手町7番地7
TEL46-3011

（有）結城建設（有）結城建設

憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！
あれもこれも、みんな収納できる。
　おまけにリビングも広く！
　　ハイグレード住宅ですよ。

普通の家とは

ココが違う！
普通の家とは

ココが違う！
大型収納

（ハシゴなし）
リビング天井
3.8ｍ

●正規職員（中途） （採用予定：３月１日）

職　種 採　用
予　定 受　験　資　格

メディカル
ソーシャル
ワーカー

１名
昭和54年４月２日以降に
生まれた人で社会福祉士
資格を有する人

●試験内容　筆記（小論文）及び面接
●試験日時　２月１日（土）午前９時～
●試験会場　市民病院3階講義室
●�申込方法　当院指定の履歴書に必要事項

を記入のうえ、市民病院総務課まで持参
または郵送で応募してください。
●�受付期間　１月６日（月）から24日（金）

まで（土、日、祝日を除く。）
　 郵送でも受け付けますが、期間内に配達

されていることを要します。
●受付時間　午前８時20分～午後５時まで
問赤穂市民病院 総務課� ☎４３・６４１４

赤穂市民病院正規職員（中途）募集

1�No.745  �014年 1月1� No.745  �014年 1月



　

た
つ
の
市
と
赤
穂
市
に
お
い

て
、
西
播
磨
地
域
の
優
良
企
業
が

参
加
す
る
合
同
企
業
説
明
会
及
び

企
業
研
究
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
無
料
、
申
込
不
要
、
入

退
場
自
由
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

西
は
り
ま
就
職
フ
ェ
ア
in
た
つ
の

◦�

日
時　

２
月
５
日（
水
） 

　

午
後
１
時
～
４
時

◦�

場
所　

た
つ
の
市
青
少
年
館

◦�

対
象
者　
　

平
成
26
年
３
月
大

学
等
卒
業
見
込
者
、
お
お
む

ね
39
歳
以
下
若
年
者 　

平
成

27
年
３
月
大
学
等
卒
業
見
込
者

（
企
業
研
究
の
み
）

西
は
り
ま
就
職
フ
ェ
ア
in
赤
穂

◦�

日
時　

２
月
14
日（
金
） 

　

午
後
１
時
～
４
時

◦�

場
所　

市
民
会
館

◦�

対
象
者　
　

平
成
26
年
３
月
大

学
等
卒
業
見
込
者
、
お
お
む

ね
39
歳
以
下
若
年
者 　

平
成

27
年
３
月
大
学
等
卒
業
見
込
者

（
企
業
研
究
の
み
）

※ 

い
ず
れ
の
フ
ェ
ア
も
参
加
企
業

等
の
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
西

播
磨
県
民
局
・
各
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
に
掲
載
予
定
で
す
。

問�

西
播
磨
地
域
人
材
確
保
協
議

会
事
務
局 

☎
58
・
２
１
４
４

　

産
業
観
光
課 

☎
43
・
６
８
３
８

◦�

日
時　

２
月
８
日（
土
） 

　

 

午
後
１
時
～
５
時（
受
付
は
午

後
４
時
30
分
ま
で
）

◦�

会
場　
　

相
生
市
民
会
館（
相

生
市
旭
１
丁
目
19
番
33
号
）  

　

南
光
支
所 

文
化
セ
ン
タ
ー

（
佐
用
町
下
徳
久
１
０
０
５―

１
） 　

上
郡
町
生
涯
学
習
支
援

セ
ン
タ
ー 

つ
ば
き
会
館（
上
郡

町
上
郡
４
５
９―

１
）

◦�
相
談
方
法　

予
約
不
要
・
相
談

料
無
料
、
２
名
１
組
で
の
面
接

に
よ
る
相
談

問�

兵
庫
県
青
年
司
法
書
士
会

　

 

☎
０
７
８
・
３
４
１
・
２
７
５
５

（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

平
日
、午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
高
校
・
大

学
等
へ
入
学
ま
た
は
在
学
す
る
学

生
・
生
徒
の
保
護
者
向
け
の
公
的

融
資
制
度
で
す
。
入
学
時
や
在
学

時
に
か
か
る
費
用
の
融
資
を
固
定

金
利
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

融
資
対
象
の
学
校
と
利
用
で
き

る
世
帯
の
年
収
に
要
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦�

融
資
限
度
額　

学
生
・
生
徒
１

人
に
つ
き
３
０
０
万
円

◦�

利
率　

年
２
・
35
％
（
11
月
11

日
現
在
）

問�

日
本
政
策
金
融
公
庫「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

　

本
学
学
生（
２
年
次
生
）が「
地
域

に
学
ぶ
」を
テ
ー
マ
に
、
福
祉
・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
心
理
・
歴
史

な
ど
、様
々
な
側
面
か
ら
フ
ィ
ー
ル

ド
調
査
や
実
践
活
動
を
一
年
間
展

開
し
て
き
た
結
果
を
発
表
し
ま
す
。

◦�

日
時　

１
月
21
日（
火
） 

午
前

10
時
30
分
～
午
後
１
時
50
分

◦�

場
所　

関
西
福
祉
大
学

問�

関
西
福
祉
大
学

�

☎
46
・
２
５
２
５

雇用

西
は
り
ま
就
職
フ
ェ
ア

雇用

西
は
り
ま
就
職
フ
ェ
ア

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

相談

司
法
書
士
に
よ
る

巡
回
無
料
法
律
相
談

相談

司
法
書
士
に
よ
る

巡
回
無
料
法
律
相
談

▽▽

▽▽

▽▽

お知らせ

国
の
教
育
ロ
ー
ン

お知らせ

国
の
教
育
ロ
ー
ン

報告会

関
西
福
祉
大
学　

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ア
ワ
ー
報
告
会

報告会

関
西
福
祉
大
学　

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ア
ワ
ー
報
告
会

〒678-0232　兵庫県赤穂市中広１３７０番地１
http://www.yst21.co.jp

廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。

～地球のためにできること～

赤穂市文化会館

チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０

ホームページアドレス　http://www2.memenet.or.jp/̃akoharm/
　 ： ako-harmony@memenet.or.jp

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーション

2月23日(日) 17：30開演  大ホール  全席指定
入場料： 〈一般〉 5,775円（友の会5,500円）
 〈当日〉 6,300円（友の会割引なし）
 ※未就学のお子様の入場はご遠慮ください。

山崎まさよし LIVE SEED FOLKS in 赤穂

3月29日(土) 14：00開演  大ホール  全席指定
出演者： 指揮・お話し　岩村 力
 鍵盤ハーモニカ＆ピアノ　吉田 絵奈
 管 　 弦 　 楽　兵庫芸術文化センター管弦楽団
曲　目： 「スターウォーズのテーマ」「小さな世界」「カルメン幻

想曲」「となりのトトロ」ほか 参加コーナーもあり♪
入場料： 一般1,500円（友の会1,400円）、中学生以下500円
 ※３歳未満のお子様の入場はご遠慮ください。

春休み子どものためのオーケストラ・コンサート

応募資格：赤穂市内の小学生（新１年生～新６年生）
応募人員：若干名
募集期間：平成26年1月26日（日）～2月26日（水）
 午前8時30分～午後5時15分（休館日：火曜日）
 詳細は、ハーモニーホール窓口まで。（ホームペー

ジにも掲載。）

第13期生募集 ハーモニーヴァイオリンアンサンブル教室生徒　

好評
発売中

残席
わずか

編集：社会福祉法人
赤穂市社会福祉協議会
（ボランティアセンター）

赤穂市中広２６７
（赤穂市総合福祉会館内）
ＴＥＬ４２・１３９７
ＦＡＸ４５・２４４４
http://ako-shakyo.jp/
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ee
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平成25年度
共同募金実績報告

区　分 目標額（円）実績額（円）
左の内訳

１件当 件  数
戸 別 募 金 7,350,000 7,470,484 486円 15,356戸

中 口 募 金 1,050,000 1,219,254 1,465円 832件

大 口 募 金 1,100,000 1,284,410 6,175円 208件

職　

域　

募　

金

赤 い 羽 根

1,100,000

524,956

バ ッ ジ 112,995 465円 243個

クオカード 266,000 380円 700枚

図書カード 243,600 420円 580枚

愛ちゃんシール 7,774 338円 23個

くまモンバッジ 148,950 450円 331個

計 1,304,275

学 校 募 金 400,000 492,987 67円 7,366人

街 頭 募 金 外 500,000 983,879

無人 (346 ヵ所）
481,824円

街頭 (28回実施）
502,055円

その他（預金利息） 328 前年度繰越利息

合 　 　 計 11,500,000 12,755,617 達成率　110.9％

戸別募金

59％

中口募金
9％

大口募金
10％

職域募金
10％

学校募金
4％

街頭募金外　8％

　　共同募金に
　　ご協力ありがとうございました

歳末たすけあい運動にご協力ありがとうございました
888888888888888888888888

　12月１日より行われた歳末たすけあい運動では、家
庭・職場・個人・法人からたくさんの温かい気持ちが集
まりました。ご協力いただき、ありがとうございました。

高雄小学校児童より…
今年も稲から丹精込めて育て
上げたもち米30キロを寄贈し
てくださいました。ひとり暮
らし老人の会（ひまわりの会）
介護特別食などに配分し、活
用させていただきます。

西中学校生徒会より…
「塩屋地区ふれあいふるさ
とまつり」の福祉バザーの
売上35,505円を寄付してく
ださいました。

義士祭にて…
赤穂高等学校の生徒40名が赤穂駅・
武家屋敷公園などで街頭募金を呼び
かけてくださ
り、96,421円
の募金が集ま
りました。

赤穂市仏教会の49 ヶ寺、28名の皆
さんも、赤穂駅にて街頭募金を呼
びかけてくださり、寺院浄財と合

わせて160,911
円の募金が集
まりました。

　平成25年度の共同募金
は、1,275万円余りの募金
が寄せられ、目標額を達成
することができました。こ
れもひとえにみなさまのお
かげと厚くお礼申しあげ、
実績をご報告いたします。
　寄せられた募金は、平成
26年度に、兵庫県内の民
間福祉施設への配分金と赤
穂市社会福祉協議会の地域
福祉活動に配分され、市民
と共につくる福祉活動に活
用させていただきます。

14No.745  �014年 1月15 No.745  �014年 1月 このページの問い合わせは赤穂市社会福祉協議会（ボランティアセンター）☎42・1397まで



　

私
に
は
96
歳
に
な
る
曾
祖
父
が
い

ま
す
。
近
所
に
住
む
私
の
祖
母
が

引
き
取
っ
て
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
私
の
両
親
は
共
働
き
を
し
て
い

る
の
で
、
私
と
弟
や
妹
は
祖
母
の
家

で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
、
時
々
曾
祖

父
と
一
緒
に
御
飯
を
食
べ
た
り
し
ま

す
。
そ
ん
な
時
は
と
て
も
楽
し
そ
う

に
し
て
い
て
、
私
達
に「
か
し
こ
い

な
ぁ
、
か
し
こ
い
な
ぁ
。」と
い
つ
も

言
い
ま
す
。

　

曾
祖
父
は
難
聴
が
あ
り
、
障
が
い

者
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す
。
足
腰
は

弱
っ
て
い
ま
す
が
自
分
で
歩
く
こ
と

は
で
き
、
ト
イ
レ
も
御
飯
も
お
風
呂

も
自
力
で
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
自

分
達
だ
け
で
の
生
活
が
厳
し
く
な
っ

た
５
年
前
く
ら
い
に
、
祖
母
が
引
き

取
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時

は
曾
祖
母
も
い
て
、
認
知
症
が
ひ
ど

く
な
っ
て
き
て
い
て
、
放
っ
て
お
け

な
い
状
態
だ
っ
た
様
で
す
。

　

曾
祖
父
と
曾
祖
母
の
た
め
に
、
祖

母
の
家
を
増
築
し
、
廊
下
や
お
風

呂
に
も
手
す
り
を
つ
け
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
ト
イ
レ
も
設
置
し
、
一
番
日

当
た
り
の
い
い
部
屋
を
用
意
し
て
二

人
を
迎
え
ま
し
た
。
曾
祖
父
も
は
じ

め
は
と
て
も
喜
ん
で
い
た
そ
う
で
す

が
、
し
ば
ら
く
経
つ
と
、
家
に
帰
り

た
い
と
言
い
出
し
た
そ
う
で
す
。
曾

祖
母
も
一
人
に
な
っ
た
時
に
家
出
を

し
て
、
道
が
わ
か
ら
な
く
て
警
察
の

お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
祖
母
も
ま
だ
定
年
前
で
し
た
が
、

仕
事
を
辞
め
て
二
人
の
お
世
話
に
大

変
な
毎
日
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
こ

ち
ら
に
来
て
三
年
目
に
曾
祖
母
は
病

気
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

曾
祖
父
は
戦
争
を
経
験
し
、
苦
労

し
な
が
ら
ま
じ
め
に
生
き
て
き
た
人

で
、
祖
母
を
含
む
子
ど
も
達
４
人
を

大
学
ま
で
出
し
た
立
派
な
人
で
す
。

趣
味
は
お
経
を
あ
げ
る
こ
と
で
、
難

聴
で
会
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い

せ
い
か
、
人
づ
き
あ
い
も
苦
手
ら
し

く
あ
ま
り
外
に
出
た
が
り
ま
せ
ん
。

い
つ
も
部
屋
の
中
で
テ
レ
ビ
を
大
音

量
で
か
け
て
見
て
い
ま
す
。
曾
祖
母

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
話
す
相
手
も

い
な
く
て
、
ど
ん
ど
ん
元
気
が
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

祖
母
は
そ
ん
な
曾
祖
父
を
見
か
ね

て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
は
じ
め
は
嫌
が
っ

て
い
た
曾
祖
父
も
、
優
し
く
し
て
く

だ
さ
る
介
護
職
員
の
人
が
い
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
祖
母
も
疲

れ
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
を
利
用
し
た
り
し
て
、
時
々

旅
行
に
出
か
け
た
り
も
し
ま
す
。
そ

ん
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
曾
祖
父
と

祖
母
を
見
て
私
は
、
高
齢
者
の
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

日
本
が
抱
え
る
問
題
の
一
つ
に
少

子
高
齢
化
が
あ
り
ま
す
。
平
均
寿
命

の
延
伸
と
、
少
子
化
が
進
み
、
高
齢

者
を
支
え
る
人
数
が
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。
核
家
族
化
の
現
代
で
は
、
高

齢
者
が
高
齢
者
を
介
護
す
る
と
い

う
、「
老
ろ
う
介
護
」と
な
っ
て
き
て

い
る
現
状
で
す
。
ま
た
、
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
高
齢
者
に
対
し
、
介

護
者
が
肉
体
的
、
精
神
的
虐
待
を
加

え
る
な
ど
の
社
会
問
題
も
起
き
て
い

ま
す
。
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
に
は
、
社
会
や
地
域
か
ら
の

孤
立
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
曾
祖
父
は
自
分
が
住
み

慣
れ
た
家
を
離
れ
て
祖
母
の
家
に
来

た
時
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
毎
日
ご
飯
の
心
配
も
い
ら

な
い
、
清
潔
な
衣
類
が
あ
る
、
お
風

呂
も
入
れ
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ

け
ど
、
基
本
的
な
生
活
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
、
人
づ

き
あ
い
の
苦
手
な
曾
祖
父
は
新
し
い

環
境
に
馴
染
め
ず
、
地
域
社
会
か

ら
孤
立
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
祖

母
も
介
護
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め

て
、
社
会
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
よ

う
な
感
覚
に
な
っ
て
い
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
私
も
傍
ら
で
何
度
も
介
護

に
対
し
て
つ
ら
そ
う
な
場
面
を
目
に

し
ま
し
た
。
長
生
き
を
す
る
こ
と
は

い
い
こ
と
で
は
な
い
の
か
と
も
思
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
い
う
役
割
の
方
や
、
社
会

福
祉
士
、
介
護
士
な
ど
と
の
関
わ
り

が
あ
る
こ
と
を
今
回
調
べ
て
い
く
う

ち
に
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

祖
母
も
そ
の
よ
う
な
社
会
制
度
を
利

用
し
て
、
介
護
が
苦
痛
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
人
権
を
守
る

に
は
、
地
域
社
会
の
中
で

孤
立
せ
ず
、
高
齢
者
自
身
も

社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

前
向
き
な
意
識
を
持
つ
必
要

が
あ
り
、
ま
た
私
達
は
高
齢

者
を
尊
敬
、
尊
重
し
、
い
た

わ
り
の
気
持
ち
や
優
し
さ
を

持
っ
て
接
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
に
小
さ
な
こ
と
で

も
、
私
に
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
考
え
ま
し
た
。
今
、
私

に
で
き
る
こ
と
は
、
一
緒
に

御
飯
を
食
べ
る
こ
と
で
す
。

「
高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て
」

坂
越
中
学
校
１
年　

平
戸　

乃
愛

◆
福
祉
作
文
（
中
学
生
の
部
）
大
賞
◆

　
「
高
齢
化
」と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
高
齢
化

率
は
20
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
高

齢
化
に
対
し
て
、
周
り
の
環
境
も
少
し

ず
つ
高
齢
者
に
適
す
る
環
境
と
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
高

齢
者
の
方
か
ら
す
る
と
ま
だ
ま
だ
不
便

な
面
も
あ
る
し
、
悩
ん
で
い
る
事
も
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
私

は
、
自
分
に
出
来
る
事
は
何
だ
ろ
う
？

と
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

私
は
、
祖
父
母
と
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
事

で
、
色
ん
な
事
を
学
び
気
づ
か
さ
れ
ま

す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
腰
が
悪
く
高

い
所
の
物
を
と
っ
た
り
重
い
物
を
持
っ

た
り
す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

時
、
私
や
家
族
の
み
ん
な
で
助
け
て
あ

げ
ま
す
。
私
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
今
思
え
ば
こ
ん
な
さ
さ

い
な
事
で
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
す
れ

ば
力
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
離
れ
て
暮
ら
し
て

い
る
お
ば
ち
ゃ
ん
達
が
来
る
と
、
い
つ

も
よ
り
も
も
っ
と
笑
顔
が
増
え
元
気
に

な
り
ま
す
。
そ
ん
な
姿
を
見
て
い
る

と
、
私
も
自
然
と
笑
顔
に
な
れ
ま
す
。

だ
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
じ
い
ち
ゃ

ん
に
と
っ
て
一
番
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

る
の
は
、
娘
や
孫
と
い
っ
た
家
族
だ
と

思
い
ま
す
。
家
族
と
い
う
存
在
が
大
き

な
力
を
与
え
て
い
る
ん
だ
な
と
い
う
事

に
気
づ
き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
一
番
の

支
え
は
家
族
で
す
。
そ
の
家
族
が
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
支
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
私
達
の
よ
う
な
家
族
と
い
う
存
在

が
な
く
孤
独
死
す
る
人
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
人
達
を
減
ら
し
て
い

く
た
め
に
も
、
社
会
の
人
達
が
協
力
し

て
も
っ
と
高
齢
化
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
家
の
周
り
に
は
、
高
齢
者
の
方

が
た
く
さ
ん
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
学
校

へ
行
く
時
、
家
の
前
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
笑
顔
で「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
私
も

笑
顔
で「
い
っ
て
き
ま
す
」と
言
い
ま

す
。
と
っ
て
も
良
い
気
分
で
学
校
に
行

け
ま
す
。
き
っ
と
家
の
前
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
私
と
同
じ
気
持
ち
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、
笑

顔
で
あ
い
さ
つ
す
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た「
あ
い
さ
つ
」を

す
る
事
も
お
互
い
を
勇
気
づ
け
楽
し
く

一
日
を
す
ご
す
事
に
つ
な
が
る
と
い
う

事
に
気
づ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
言
葉
は

人
を
救
う
と
思
い
ま
す
。「
大
丈
夫
で
す

か
？
」「
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
？
」と
い

う
そ
の
一
言
で
高
齢
者
の
方
は
救
わ
れ

ま
す
。
高
齢
者
の
方
だ
け
で
な
く
誰
で

も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
困
っ
て
い
る

時
、
誰
か
が
声
を
か
け
て
く
れ
る
と
安

心
出
来
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
一
人

で
も
多
く
の
人
が
声
を
か
け
る
事
に

よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
高
齢
者
の
方
を
は

じ
め
と
す
る
困
っ
て
い
る
人
達
を
助
け

る
事
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
は
身
の
回
り
に
い

る
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
た
く
さ
ん
の
事

を
日
々
気
づ
か
さ
れ
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
作
文
の
最
初
に
書
い
た「
高
齢
者

の
方
へ
自
分
が
出
来
る
事
は
何
だ
ろ

う
？
」と
い
う
事
に
私
は
、
私
に
出
来

る
事
は
、
ま
ず
は
一
番
身
近
に
い
る
家

族
と
い
う
存
在
を
大
切
に
し
、
そ
こ
で

学
ん
だ
事
を
社
会
で
生
か
す
こ
と
。
ま

た
、
毎
日
笑
顔
で
高
齢
者
の
方
達
に
あ

い
さ
つ
し
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
事
で

も
、
困
っ
て
い
る
高
齢
者
が
い
た
ら
一

声「
大
丈
夫
で
す
か
？
」と
言
う
事
が
今

私
に
出
来
る
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
先
高
齢
化
は
ど
ん
ど
ん
進

ん
で
い
き
ま
す
。
高
齢
者
の
人
達
を

救
っ
て
い
く
の
は
私
達
で
す
。
も
っ
と

高
齢
化
と
向
き
合
い
、
高
齢
者
の
人
達

の
環
境
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

人
が
声
を
か
け
、
一
人
で
も
多
く
の
高

齢
者
の
方
が
笑
顔
に
な
れ
る
事
を
願
っ

て
い
ま
す
。
私
も
高
齢
者
の
方
が
笑
顔

に
な
れ
る
よ
う
に
私
な
り
に
協
力
し
て

い
き
ま
す
。

「
私
に
今
、
出
来
る
こ
と
」

赤
穂
高
等
学
校
２
年　

近
松　

真
紀

◆
福
祉
作
文
（
高
校
生
以
上
の
部
）
大
賞
◆

心配ごと相談所開設日のご案内（１月８日～２月12日まで）
●一般相談
　１月８日㈬、１月22日㈬、１月29日㈬、２月５日㈬、
　２月12日㈬　時間はいずれも午後１時～５時
●弁護士相談
　１月16日㈭　午前８時30分～正午（要予約）
●カウンセラーによるこころの相談
　１月８日㈬、１月29日㈬、２月５日㈬
 時間はいずれも午後１時～５時（要予約）
※ 相談のご予約・お問い合わせは社協（☎４２・１３９７）まで

費用は
無料です！

小地域福祉活動リーダー研修会
受講者募集

　様々な実践発表を通して、今一度住民のたすけあ
い活動を考える機会として、また小地域福祉活動の
リーダー養成をめざし、研修会を開催します。
研修日程 第１回 第２回

日 時 ２月22日（土） ３月８日（土）
午後１時30分～４時

場 所 総合福祉会館�３階集会室

内 容

「小地域福祉活動と福
祉協力校実践発表会」
―学校から家庭・地域へ
つながる福祉教育―

「小地域福祉活動とた
すけあい活動」
―今なぜ住民たすけあ
い活動なのか―

福祉協力校実践発表
ふれあいいきいきサロン実践発表

パートナーサービス実践発表
�ほか

講 師 桃山学院大学社会学部
教授　松端　克文�氏

フリーランス
川島　憲志�氏

申込締切 ２月18日（火） ３月４日（火）
※２回シリーズの研修会ですが、１回だけの参加も可能です。
※�参加費は無料です。申込は社協（☎４２・１３９７）までお願
いします。

おかえりなさいお父さん　いらっしゃいお母さん
小地域福祉活動実践講座

　第２のライフステージが始まり、何をしようか思案中
のあなた！特技を磨き、新たな活動を始めてみませんか？
●�対象　・地域活動に興味があり、今後活動を考えて

いる人・赤穂市内で現在地域活動をしている人
●場所　総合福祉会館　　●定員　30名
●参加費　500円（資料・実習代を含む）
●�申込締切　２月４日（火）までに参加費を添えて社協
（☎４２・１３９７）までお申し込みください。

開催日時 内容 講師

①２月７日㈮
　午後１時30分～３時30分「自分史を語って書こう」

元赤穂記念病院医師
エッセイスト
井久保伊登子� 氏

②２月14日㈮
　午後１時30分～３時30分

「あなたの特技を生かし
て地域デビューしよう」

赤穂市社会福祉協
議会社会福祉士

岩﨑　文子
③２月28日㈮
　午後１時30分～３時30分

「人の輪は、食べること
から始まる」

管理栄養士
石橋　明美�氏

④３月６日㈭
　午後１時30分～３時30分

「読み聞かせと伝承遊び
を学ぶ」

あそびの伝承師
浜野　敏子�氏

⑤３月14日㈮
　午後１時30分～４時

「ホスピタル・クラウン
の現場からみたコミュニ
ケーションのとり方」

NPO法人日本ホスピタ
ル・クラウン協会理事
梶原　輝夫�氏

●委任預託　 〈敬称略〉
住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容

上仮屋南 魚住昌生
大垣洋子　錦戸律子 30,000 民生委員・民生協力員退任

にあたって感謝を込めて
塩 屋 匿 名 10,000 御礼
新 田 大 谷 　 早 苗 50,000 亡父(小川正)満中陰志
中 広 匿 名 5,000 車椅子借用御礼
加 里 屋 (公社)赤穂市シルバー人材センター 13,675 義士祭協賛甘酒無料奉仕会場にて善意の募金
有年横尾 匿 名 5,000 車椅子借用御礼

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（12月１日～ 12月19日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

1�No.745  �014年 1月17 No.745  �014年 1月 このページの問い合わせは赤穂市社会福祉協議会（ボランティアセンター）☎42・1397まで このページの問い合わせは赤穂市社会福祉協議会（ボランティアセンター）☎ 42・1397まで
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保育所子育て� 赤穂☎42・3368�塩屋☎42・0323�尾崎☎42・2297
　電話相談� 御崎☎42・3338�坂越☎48・8458�有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター）� ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時）� ☎43・7831
� フリーダイヤル�0120・783・115
消費生活センター（市民対話課内）（随時）� ☎43・7067(相談専用)
女性問題電話相談　女性交流センター（火～金�13:00～16:00祝日除く）� ☎43・7800
市民生活無料法律相談　市民対話課� 予約☎43・6818
心配ごと相談　こころの相談　社会福祉協議会� 予約☎42・1397
犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所�☎0791・63・5146

市
福
保セ

市役所（代表）�☎43・3201
総合福祉会館�☎42・1397
保健センター�☎43・9855

会

健康
地セ
市民会館� ☎43・7450
地域活動支援センター�☎48・1615
赤穂健康福祉事務所�☎43・2321

問 い 合 わ せ 先

健康・相談
2月

1
2  渡辺内科小児科医院 ☎ 42・3884

9：00 ～ 17：00

3
4 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

5
●農地相談　10：00 ～ 11：30 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●３歳児健診（Ｈ22.8生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 

6 ●年金出張相談　10：00 ～ 15：00 

7 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 

8 ●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

9  黒田医院 ☎ 43・5210
9：00 ～ 17：00

10 ●人権相談　10：00 ～ 12：00 

11  福田産婦人科麻酔科 ☎ 43・5357
9：00 ～ 17：00

12 ●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

13 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

14 ●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

15 ●司法書士による法律相談　9：30 ～ 12：00 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

16  杉口整形外科 ☎ 45・1451
9：00 ～ 17：00

人口の動き（11月）�住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,187戸 （+ 26）

人口 50,329人 （－ 18）

男 24,359人 （－ 10）

女 25,970人 （－ 8）

� （　）内は前月比
◎11月中の異動
出生 24人（－ 2） 転出 76人（－ 6）
死亡 42人（－ 1） その他増 1人（± 0）
転入 75人（+ 10） その他減 0人（－ 1）

� （　）内は前月比

交通事故発生状況
区分 11月 平成25年累計
発生件数 105（－ 21） 1272（－ 54）
　人身 12（－ 7） 189（－ 8）
　物損 93（－ 14） 1083（－ 46）
死者 1（＋ 1） 4（＋ 3）
重傷 1（－ 4） 17（－ 4）
軽傷 11（－ 6） 198（－ 11）

� （　）内は前年比

火災・救急状況
区分 11月 平成25年累計
火災 1（± 0） 13（－ 5）
救急 146（＋ 6） 1625（＋ 25）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは
� ☎43・6899�まで

1月
6 ●こころのケア相談（要予約） 14：00 ～ 15：00 

7 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

8
●農地相談　10：00 ～ 11：30 
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●３歳児健診（Ｈ22.7生） 13：30 ～ 14：30　受付 

9 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

10 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

11 ●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

12  久保川医院 ☎ 42・2140
9：00 ～ 17：00

13  石川整形外科医院 ☎ 45・1717
9：00 ～ 17：00

14 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

15
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●２歳児歯科健診（Ｈ23.5、Ｈ23.6生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 

16 ●心配ごと相談（弁護士・要予約） 8：30 ～ 12：00 
●国民年金相談　13：30 ～ 16：00 

17
18 ●司法書士による法律相談　9：30 ～ 12：00 

　 市民対話課　☎43・6818

19  赤穂記念病院　加里屋診療所 ☎ 43・2717
9：00 ～ 17：00

20 ●楽らく健康教室　13：30 ～ 15：30 

21 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

22
●精神障がい者相談　10：00 ～ 12：00 地セ
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●１歳６カ月児健診（Ｈ24.6生） 13：30 ～ 14：30　受付 

23 ●身体障がい者相談　10：00 ～ 12：00 

24
25
26  松本クリニック ☎ 42・0036

9：00 ～ 17：00

27
28

●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●行政相談（相談委員） 10：00 ～ 12：00 
●知的障がい者相談　10：00 ～ 12：00 
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

29 ●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●４カ月児健診（Ｈ25.9生） 13：30 ～ 14：30　受付 

30
31

車いす寄贈
　関西遊技機商業協同組合様より車いす２台が寄贈
されました。
　寄贈された車いすは、市民の皆さんへ無料で貸し
出しを行い、活用させていただきます。
　ありがとうございま
した。
　貸し出しについての
詳しい内容は、社協（☎
４２・１３９７）までお
問い合わせください。

2014年 春の貸衣裳予約会
　社協の貸衣裳事業では、市民の皆
さまの新生活に少しでもお役に立て
ればと、素敵な衣裳を取り揃え、「春
の貸衣裳予約会」を開催します。
●期間
　１月29日（水）～２月１日（土）
　午前９時～午後５時
●会場
　総合福祉会館 ２階展示室
●特典
　① 花嫁衣裳契約者
　　２割引・記念品
　② 花嫁衣裳20万円以

上ご契約者
　　 持込料半額負担（上

限４万円まで）
　③その他貸衣裳
　　１割引
●問い合わせ先
　 社協 貸衣裳室

正規職員募集
●採用予定　４月１日
職　種 人員 受験資格
専任職員
（事務職） １名 昭和53年４月２日以降に生まれた

人で、社会福祉士資格を有する人
●採用試験
　日時　２月７日（金）午前９時～
　場所　総合福祉会館 ２階研修室
　内容　教養試験・作文・面接
●受付期間　１月10日（金）～１月31日（金）
　　　　　　午前８時30分～午後５時
 （土日・祝日を除く）
●申込方法　 当社協指定の履歴書に必要事項を記入

のうえ、社会福祉協議会まで持参して
ください。

●問い合わせ先　社協（☎４２・１３９７）まで

災害ボランティアセンター開設訓練
　今年度も赤穂市災害登録ボランティアや赤穂ボランティア協会などに
広く呼びかけ、実際の災害時にボランティア活動が円滑に行われるよう
に災害ボランティアセンター開設訓練を実施します。
　市民の皆さんもぜひご参加いただきますようお願い
いたします。
●日時　２月16日（日）午前９時～正午
●場所　総合福祉会館
　詳しくは、社協（☎４２・１３９７）までお問い合わせ
ください。

衣裳の種類 使用料（円）
打 掛 30,000円～
ウエディングドレス 25,000円～
紋 付 15,000円～
タ キ シ ー ド 12,000円～
留 袖 4,000円～
振 袖 10,000円～
モ ー ニ ン グ 5,000円　
ゲ ス ト ド レ ス 3,000円～
子 供 服 3,000円～

※�新郎・新婦衣裳写真撮り、�
振袖写真撮りのみの場合は
� 3割引　　　　　　おもちゃライブラリー

『わらべうた・紙しばい・えほんのよみかたり』

　おもちゃライブラリーでは、紙しばいや絵本を通
じて、子どもの想像力や豊かな表現力を引き出すと
ともに、手遊びやわらべうた遊び等、遊びのきっか
けを提供することを目的として「よみかたり」を開催
します。
　とても楽しい内容となっていますので、みなさま
の参加をお待ちしています♪
●日　時　２月22日（土） 午後１時30分～２時30分
●場　所　総合福祉会館 １階教養娯楽室
●参加費　無料
●講　師　兵庫県認定 ひょうご絵本の伝承師
　　　　　上郡この本だいすきの会
　　　　　代表　三島　澄子 氏
※ お問い合わせは、
　 社協
　 （☎４２・１３９７）

まで

おおきな

災害登録ボランティア

随時募集中 !!
詳しくは社協まで！

福祉の拠点をみんなで支えてください。

【個人】　　桝本　章

・一般会員�１口500円・賛助会員�１口2,000円・法人会員�１口5,000円

賛助会費 ありがとうございました〈敬称略〉

1�No.745  �014年 1月1� No.745  �014年 1月 このページの問い合わせは赤穂市社会福祉協議会（ボランティアセンター）☎ 42・1397まで



A
ko C

ity Public Relations 
A

ko C
ity Public Relations 

広
 報
広
 報

平
成
26年
１
月
６
日
発
行

N
o
.7
4
5

◎
発
行
／
赤
穂
市
役
所

　
〒
678-0292 兵

庫
県
赤
穂
市
加
里
屋
81番

地
　
☎
 0791・

43・
3201（

代
表
）

◎
編
集
／
市
長
公
室
企
画
広
報
課
　
☎
 0791・

43・
6873　

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.city.ako.lg.jp　

◎
Ｅ
メ
ー
ル
　
info@

city.ako.lg.jp

　新年明けましておめでとうご
ざいます。今年も広報あこうの
ご愛読と、取材へのご協力をお
願いします。
　先月の義士祭は、楽しかった
ですね！土曜日開催と松平健さ
んが特別出演されたこともあり、
沿道は大盛り上がりでした。沿
道から「健さん」「マツケンさん」
などの声援に終始笑顔を振りま

く松平さんの姿に感動しました。
　成人式実行委員の皆さんには、
広報の表紙で特別出演していた
だきました。松平さんに負けな
いくらいの素敵な笑顔に、パワー
をいただいたような気がします。
成人を迎える皆さん、自分の夢
や目標に向かって頑張ってくだ
さい。応援しています！！
� て

ちゃん ちゃんちゃん 黒崎町 高野加里屋
中洲

平成24年１月31日生まれ

父・兼吾さん　母・美柳さんより
「いつもにこにこ 元気で大きくなってね♡」

父・敦詞さん　母・早織さんより
「お父さんとお母さんの宝物♡ たくさんの幸せが届きますように!!」

宮 本  悠 希
み や も と は る き

平成24年５月４日生まれ

父・一真さん　母・永美子さんより
「優しい子に育ってね」

坂本  陽 織
さ か も と よ りひ

楠 木  絢 椛
く す のき あ や か

平成23年１月16日生まれ

◆表紙の説明◆
【二十歳の輝き！未来に繋がる笑顔の輪】　平成26年成人祝賀会
実行委員会の皆さんが、生まれ育った赤穂と赤穂義士を誇りに
思い、憧れの義士衣装を身にまとって笑顔で二十歳の抱負を語っ
てくれました。

▪�広報あこうは自治会を通じてお届けしています。
▪�その他、スーパー、コンビニエンスストア、観
光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。
▪�次回の回覧広報あこうは１月24日（金）、
　広報あこうは２月10日（月）の発行予定です。
▪広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

赤穂の郷土料理④

赤穂の郷土料理レシピを全6回シリーズ
でご紹介します。今回は、ランキング３
位の「牡蠣料理」です。
【赤穂の郷土料理ランキング】
１位　つなし寿司　２位　鯛そうめん　
３位　牡蠣料理　４位　いかなごの釘煮
５位　まめじゃ　６位　いとこ煮

牡蠣料理「牡蠣の佃煮」
▪材　料

▪作り方
①�牡蠣は殻などがついている場合は取り除き、塩水でよく洗い、
ざるで水を切っておく。
②�土しょうがはよく洗い、水気を切り、皮付きのまま千切りにする。
③�濃口しょうゆ、きざら、酒、みりん、土しょうがを合わせたも
のをしっかり煮立たせ、牡蠣を入れる。
④�再び煮立ったら中火にし、ときどき箸でかき混ぜながら煮詰め、
少し煮汁が残っている状態で火を止める。

　瀬戸内・坂越湾の牡蠣は、くせがなく、濃厚で身がふっくら

としていて、海のミルク成分が豊富です。湾内には山や千種川

からの栄養たっぷりの水が海に流れ込み、良質の植物性プラン

クトンが発生しますが、これによって坂越の栄養豊富な牡蠣が

育まれます。

一口メモ　� 　

▪編集後記▪

問保健センター　☎４３・９８５５

牡蠣・・・・・・・・� １㎏
濃口しょうゆ・・・・� 200㏄
砂糖（きざら）�・・・・� 230ｇ
酒・・・・・・・・・� 50㏄
みりん・・・・・・・� 150㏄
土しょうが・・・� 20 ～ 50ｇ


